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月
　
日

か
ら
　
日

ま
で
、
一

１１

１３

１６

宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
　６６

回
一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
や
近
隣
市
町
村
を
中
心
に
、
県

外
か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出

品
者
は
６
０
５
名
で
、
審
査
の
結
果
、

入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、

５
９
９
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
約
６
、１
５
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の

掲
載
順
は
順
不
同
で
す
。
（
敬
称
略
）

審
査
員
　
鈴
　
木
　
喜
　
家

　
　
　
　
大
　
島
　
奈
知
子

市
長
賞

　
山

田

恭

嗣

教
育
委
員
会
賞

　
水
　谷
　喜
久
子
 

美
術
展
賞

　
今

枝
　

昭
　
　
佐

藤

仁

美

　
野
々
垣

久

子

奨
励
賞

　
舘
　

俊

江
　
　
星

野

真

由

　
沢

井

弘

子
　
　
甲

賀

春

美

　
青

山

ト
ミ
エ

入
選
　
　
点
３４

審
査
員
　
梅
　
村
　
孝
　
之

　
　
　
　
長
谷
川
　
　
　
仂

　
　
　
　
岩
　
田
　
哲
　
夫

　
　
　
　
後
　
藤
　
泰
　
洋

　
　
　
　
高
　
山
　
　
　
悟

　
　
　
　
浅
　
井
　
欣
　
哉

市
長
賞

　
中

村

ふ
く
子
　
　
後

藤

哲

子

　
浅

野

亜
諭
峰
　
　

教
育
委
員
会
賞

　
高

山

美

雪
　
　
山

下

久

子

　
金

田

道

子
　
　
神
　
谷
　
　
武

美
術
展
賞

　
田

中

久

子
　
　
加

藤
　

伸

　
野

崎

耕

世
　
　
水

野
　

潔

　
山

崎

正

春
　
　
岩

田

明

美

　
黒

川

麻
理
子
　
　
宮

地

恭

子

　
藤

井
　

忍
　
　
小

倉

義

夫

　
冨

田

信

子
　
　
太

田
　

徹

　
竹

内

妙

子
　
　
竹

内

保

彦

　
成

瀬

弘

子
　
　
安

藤

桂

子

　
山


　

澄
　
　
市

橋

昭

二

　
柿

原

テ
ル
子
　
　
磯

部

静

子

奨
励
賞

　
香

川

絹

代
　
　
柴

田

順

子

　
森
　

た
み
よ
　
　
岩

田

正

治

　
井

上

美
恵
子
　
　
鵜

飼

義

信

　
石

神

葉

子
　
　
丹

慶

哲

宏

　
平

野
　

肇
　
　
田
舎
中

信

孝

　
八

代

三
枝
子
　
　
梅

田

恵

子

　
祖
父
江

和

子
　
　
五

藤

寿

子

　
石

原

孝

一
　
　
大

島

裕

子

　
滝

川

富
喜
子
　
　
大

塚

昌

弘

　
関
　
　
セ
ツ
子
　
　
今

井

春

子

　
神

谷

久

子
　
　
江

崎

武

夫

　
瀧
　

照

子

入
選
　
　
点
１７４

審
査
員
　
森
　
　
　
克
　
彦

　
　
　
　
川
　
原
　
孝
　
文

市
長
賞

　
今
井
田

一

己

教
育
委
員
会
賞

　
横

田

千

明

美
術
展
賞

　
林
　
　
　
　
平
　
　
佐

藤

朝

子

奨
励
賞

　
水

谷

三
四
士
　
　
木

野

賢

治

入
選
　
　
点
２１

日
　
本
　
画

洋
　
　
　
画

彫
刻
・
立
体

洋 画 部 門 解 説

会　場　風　景



いちのみやの芸術文化　　平成20（2008）年12月 7

審
査
員
　
亀
　
井
　
　
　
勝

　
　
　
　
林
　
　
　
節
　
子

市
長
賞

　
山

田

信

久

教
育
委
員
会
賞

　
石

田

元

子

美
術
展
賞

　
松

岡

孝

司
　
　
山

口

き
し
子

　
倉

田

芳

美
　
　
山

田

早

苗

奨
励
賞

　
田

中

美

恵
　
　
加

藤

文
太
郎

　
大

柳

良

吉
　
　
山

田

俊

子

　
加

藤

陽

子

入
選
　
　
点
３５

審
査
員
　
源
　
　
　
安
　
孝

　
　
　
　
岡
　

　
美
　
穂

市
長
賞

　
三

輪

双

葉

教
育
委
員
会
賞

　
山

田

な
つ
実

美
術
展
賞

　
中

津

歩

弓
　
　
丸

井

響

子

奨
励
賞

　
脇

田

光

健
　
　
林
　

優

果

入
選
　
　
点
２２

審
査
員
　
稲
　
垣
　
菘
　
圃

　
　
　
　
中
　
林
　
蕗
　
風

　
　
　
　
亀
　
山
　
雪
　
峰

　
　
　
　
木
　
戸
　
竹
　
葉

　
　
　
　
林
　
　
　
大
　
樹

　
　
　
　
田
　
代
　
春
　
苑

　
　
　
　
森
　
　
　
隆
　
城

　
　
　
　
山
　
田
　
杏
　
華

市
長
賞

　
大

西

影

慕
　
　
吉

田

寿

川

　
神

谷

静

苑

教
育
委
員
会
賞

　
中

村

彩

香
　
　
酒

井

淑

婉

　
岩

田

展

穂
　
　
堀

場

浅

翠

　


田

翠

亭

美
術
展
賞

　
酒

井

光

華
　
　


松

彩

月

　
岩

田

佳

川
　
　
後

藤

庭

華

　
長

澤

美

峰
　
　
戸

谷

嘉

恵

　
大

橋

渓

煙
　
　
鵜

飼

梨

英

　
安

藤

静

歩
　
　
西

垣

美

茜

　
林
　

華

泉
　
　
小

松

月

泉

　
西

村

松

花
　
　
井

上

瑶

香

　
玉

腰

祥

華
　
　
岩

田

波

鮮

　
井

内
　

舟
　
　
岸

田

松

峰

　
蟹

江

紅

鳳
　
　
前

田

佳

峰

　
長

崎

成

秀
　
　
宮

代

翠

霄

　


取

翠

揚
　
　
若

田

彩

華

　
加

地

孤

握
　
　
小

島

華

扇

　
井

上

嘉

蓮
　
　
三

好

麗

花

奨
励
賞

　
松

川

春

霞
　
　
近

藤

由

果

　
野

杁

怜

光
　
　
古

川

白

萩

　
深

谷

秋

月
　
　
飯

田

美

扇

　
石

井

玉

華
　
　
金

丸

紫

山

　
佐

藤

紅

蘭
　
　
伊

藤

知

佳

　
野

田

智

子
　
　
山

口

雪

華

　
真

野

藤

麗
　
　
安

藤

海

花

　
戸

本

有

荷
　
　
山

本

瑶

華

　
春
日
井
ゆ
か
り
　
　
大

塚

雅

泉

　
佐

分

枩

華
　
　
谷

本

義

仙

　
岡

崎

啓

雪
　
　
林
　

弥
寿
子

　
山

田

行

鶴
　
　
今

井

青
　

　
佐

合

華

婉
　
　
野
々
垣

清

城

　
土

屋

葵

芳
　
　
永

田

張

羽

　
荒

川

征

世
　
　
牧
　

恵

清

　
可

児

長

望

入
選
　
　
点
２２９

審
査
員
　
市
　
川
　
喜
久
雄

　
　
　
　
木
　
村
　
一
　
成

　
　
　
　
光

田

せ
い
す
け

　
　
　
　
林
　
　
　
三
　
平

市
長
賞

　
櫻

井

悦

子

教
育
委
員
会
賞

　
小

原

勇

二
　
　

美
術
展
賞

　
長
谷
川

隆

光
　
　
大

矢

真
理
子

　
田

端
　

勉
　
　
藤

本

芳

朗

　
今

井
　

要
　
　
青

木

尚

子

　
森

田

正

路
　
　
各

務

の
ぼ
る

　
安

藤

正

一
　
　
伊

藤

和

機

　
中

辻

義

則
　
　

奨
励
賞

　




英

美
　
　
堀

場

英

雄

　
大

田

茂

男
　
　
市

川

勝

朗

　
菅

野

菅

夫
　
　
江

川

源
太
郎

　
鈴

木

千
惠
子
　
　
江

川
　

宏

　
川

島
　

敬
　
　
渡

部

與

明

　
鈴

木

治

彦
　
　
大

西

正

信

入
選
　
　
点
８４

書

写
　
　
　
真

彫刻・立体部門解説

デ

ザ

イ

ン

工
　
　
　
芸
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企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
～
今
と
昔
」

日
時

１
月
　
日

～
３
月
１
日


１０

　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
、以
下
同
じ
）

内
容

木
曽
川
上
流
の
山
間
部
や
知
多

半
島
、
渥
美
半
島
で
使
わ
れ
て

い
た
生
活
道
具
を
展
示
し
、
自

然
環
境
の
違
い
に
よ
る
道
具
の

比
較
を
紹
介
。

観
覧
料

一
　
般
　
２
０
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
１
０
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
　
　
円
５０

　
　
　
　
市
内
小
中
生
・
　
歳
以
上
無

６５

料
（
以
下
同
じ
）

「
尾
張
平
野
を
語
る
　
～
尾
張
藩
と
木

１３

曽
川
～
」

日
時

２
月
　
日

・
　
日

・
３
月

１５

２２

　
　
　
１
日

・
８
日

・
　
日


１５

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

内
容

江
戸
時
代
の
尾
張
西
部
と
木
曽

川
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
尾
張

藩
の
成
立
、
政
治
、
制
度
、
産

業
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

申
込
み

定
員
１
０
０
名
（
当
日
正
午

よ
り
整
理
券
を
配
布
）

　
　
　
　
事
前
申
込
み
不
要

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時

３
月
　
日


２２

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

内
容

一
宮
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
民
俗
芸
能
」
の

公
演
。

常
設
展
「
三
岸
節
子
　
絵
画
の
陽
光－

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
た
ど
っ
て－

」

日
時

１
月
　
日

～
４
月
５
日

　

２７

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、
月
曜

３０

休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容

　
歳
か
ら
の
　
年
に
及
ぶ
再
渡

６３

２０

仏
で
画
家
と
し
て
の
円
熟
期
を

欧
州
で
迎
え
た
三
岸
節
子
の
当

時
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
。

観
覧
料

一
　
般
　
３
２
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
２
１
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
１
１
０
円

　
　
　
　
市
内
小
中
生
・
　
歳
以
上
無

６５

料

美
術
館
講
座
「
第
２
学
期
　
美
術
の
学

校
」

日
時

①
２
月
８
日


　
　
　
②
２
月
　
日


１５

　
　
　
③
２
月
　
日


２２

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
　
分
３０

内
容

美
術
講
座
入
門
編
と
し
て
、
全

３
回
の
講
演
会
を
開
催
。

講
師

①
愛
知
教
育
大
学
教
授

　
　
　
浅
野
　
和
生
氏

　
　
　
「
世
界
遺
産
を
考
え
る
」

　
　
　
②
名
古
屋
芸
術
大
学
准
教
授

　
　
　
栗
田
　
秀
法
氏

　
　
　
「
西
洋
風
景
画
の
歴
史
と
そ
の

魅
力
」

　
　
　
③
名
古
屋
造
形
大
学
教
授

　
　
　
中
村
　
英
樹
氏

　
　
　
「
目
の
動
き
を
誘
う
絵
」

受
講
料

無
料

申
込
み

定
員
１
５
０
名
、
応
募
期
間

中
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
申
込

み
を
受
付
け
。
（
市
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

美
術
館
講
座
「
絵
ご
こ
ろ
講
座
」

日
時

２
月
３
日

～
７
日


　
　
　（
全
５
回
）　
午
前
　
時
～
正
午

１０

内
容

初
心
者
を
対
象
に
し
た
絵
画
に

つ
い
て
の
講
義
と
実
技
指
導
。

講
師

モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
会
員

　
　
　
鈴
木
田
　
俊
二
　
氏

受
講
料

実
技
材
料
費
　２
、５
０
０
円

申
込
み

定
員
　
名
、
応
募
期
間
中
に

１６

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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往
復
ハ
ガ
キ
に
て
申
込
み
を

受
付
け
。
（
市
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

冬
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ら
だ
と
あ

そ
ぼ
う
　
か
ら
だ
と
は
な
そ
う
」

日
時

２
月
　
日


１４

　
　
　
①
午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

　
　
　
②
午
後
２
時
～
４
時
　
分
３０

内
容

普
段
は
使
わ
な
い
カ
ラ
ダ
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
を
動
か
し
て
カ
ラ

ダ
と
こ
こ
ろ
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

講
師

振
付
家
　
山
田
　
珠
実
　
氏

対
象

①
小
中
学
生
（
親
子
の
参
加
も

可
）

　
　
　
②
一
般
（
　
才
以
上
、
ご
夫
婦

５０

歓
迎
）

申
込
み

定
員
　
①
　
名
　
②
　
名
、

２０

１５

２
月
７
日

ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申

込
み
。

参
加
費

各
自
１
０
０
円

愛
知
万
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
継
承
事
業

「
イ
タ
リ
ア
映
画
上
映
会
」

日
時

３
月
７
日

、
　
日

、

１４

　
　
　
　
日

、
　
日


２１

２８

　
　
　
開
場
　
午
後
１
時

　
　
　
上
映
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

入
場
料

無
料
、
た
だ
し
常
設
展
の
チ

ケ
ッ
ト
（
市
内
小
中
生
・
　６５

才
以
上
無
料
）
が
必
要
で
す
。

上
映
作
品

「
永
遠
の
マ
リ
ア
・
カ
ラ

ス
」、「
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・

パ
ラ
ダ
イ
ス
」、「
ラ
イ
フ

・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
」、「
ミ
ル
コ
の
ひ
か

り
」

美
術
館
講
座
「
日
本
画
を
描
く
」

日
時

３
月
　
日

～
　
日


１７

２１

　
　
　
（
全
５
回
）
午
後
２
時
～
４
時

内
容

初
心
者
を
対
象
に
し
た
日
本
画

に
つ
い
て
の
講
義
と
実
技
指
導
。

講
師

日
本
美
術
院
院
友

　
　
　
山
本
　
真
一
　
氏

受
講
料

実
技
材
料
費
　５
、５
０
０
円

申
込
み

定
員
　
名
、
応
募
期
間
中
に

１６

往
復
ハ
ガ
キ
に
て
申
込
み
を

受
付
け
。
（
市
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

「
懐
か
し
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
程

３
月
　
日


２０

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

内
容

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
名
曲
を
蓄
音

機
で
鑑
賞
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時

３
月
８
日


　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

内
容

青
年
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
、

展
示
、
交
流
な
ど
市
民
と
の
ふ

れ
あ
い
を
目
的
に
開
催
。

参
加
料

無
料
（
内
容
に
よ
り
有
料
）

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
コ
ン
サ
ー
ト

Featuring
Ryu

日
時

２
月
　
日


１１

　
　
　
開
演
　
午
後
４
時
～

内
容

映
像
と
共
に
韓
国
歌
手
Ｒ
ｙ
ｕ

（
リ
ュ
ウ
）
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料

６
、３
０
０
円
（
全
席
指
定
）

「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ブ

　
」

日
時

３
月
８
日


　
　
　
開
演
　
午
後
５
時
　
分
～

３０

入
場
料

６
、
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
　
　
※
３
歳
児
以
下
の
膝
上
鑑
賞
は

無
料
。

　
　
　
　
（
座
席
が
必
要
な
場
合
は
有

料
）

「
高
嶋
ち
さ
子
　
　
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

１２

ニ
ス
ト
」

日
時

３
月
　
日


２９

　
　
　
開
演
　
午
後
３
時
～

入
場
料

４
、
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
　
　
　
未
就
学
児
入
場
不
可

名
作
シ
ネ
マ
「
し
ゃ
べ
れ
ど
も
　
し
ゃ

べ
れ
ど
も
」
＆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

１
月
　
日


１７

　
　
　
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
午
後
１

時
開
演

　
　
　
シ
ネ
マ
　
午
後
２
時
上
映

入
場
料

当
日
８
０
０
円（
全
席
自
由
）

　
　
　
　
前
売
５
０
０
円

　
　
　
　
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場

無
料

　
　
　
　
未
就
学
児
入
場
不
可

,
０９
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「
Ｙ
ｅ
ｓ
！
プ
リ
キ
ュ
ア
５
Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ

！
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
」

日
時

３
月
　
日


１５

　
　
　
開
演
　
午
前
　
時
～
・
午
後
２

１０

時
　
分
～

３０

入
場
料

当
日
　
３
、０
０
０
円（
全
席

指
定
）

　
　
　
　
前
売
　
２
、８
０
０
円

　
　
　
　
※
３
歳
未
満
の
膝
上
鑑
賞
無

料
。
（
座
席
が
必
要
な
場
合

は
有
料
）

「
天
体
観
望
会
」

日
程

１
月
　
日

･
　
日


２３

２４

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時

　
　
　
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
（
Ｍ
　
）
４２

　
　
　
お
う
し
座
の
か
に
星
雲
（
Ｍ

１
）

　
　
　
２
月
　
日

･
　
日


２０

２１

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時

　
　
　
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
（
Ｍ
　
）
　

４５

　
　
　
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
（
Ｍ
　
）
４２

　
　
　
３
月
　
日

・
　
日


２０

２１

　
　
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

　
　
　
か
に
座
の
プ
レ
セ
ペ
星
雲
（
Ｍ

　
）
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
（
Ｍ

４４

　
）
４２

申
込
み

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

参
加
料

無
料

「
い
ち
の
み
や
女
性
の
つ
ど
い
」

日
時

２
月
　
日


１２

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

１５

４５

会
場

一
宮
市
民
会
館

講
師

錣
山
　
矩
幸
（
元
関
脇
　寺
尾
）

演
題

～
土
俵
の
鉄
人
～
「
母
に
も
ら

っ
た
土
俵
人
生
」

入
場
料

無
料

【
問
合
せ
先
　
真
清
短
歌
会
】

　

（
７
２
）６
６
０
６
（
以
下
同
じ
）

日
時
▼
１
月
　
日

・
２
月
８
日

・

１１

３
月
８
日

　
午
後
１
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
１
月
　
日

　
午
後
１
時
～

２５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
大
会
に
先
立
ち

詠
歌
を
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

（
７
２
）７
６
９
０

日
時
▼
１
月
　
日

・
２
月
　
日

・

２５

１４

　
　
　
３
月
　
日

　
午
後
１
時
～

１４

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自
　
句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
１
月
　
日

・
２
月
　
日

・

２５

２２

３
月
　
日

　
午
後
１
時
～

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
川
柳
社
】

　

（
４
５
）８
０
４
５

日
時
▼
１
月
　
日

・
２
月
　
日

・

２５

２２

３
月
　
日

　
午
後
１
時
～

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　

中
部
日
本
書
道
会
　

一
宮
支
部
】
　
（
７
３
）３
５
１
３

日
時
▼
２
月
８
日

　
午
後
４
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
安
藤
　
滴
水
先
生

演
題
▼
「
近
代
詩
文
書
の
品
格
」

入
場
料
▼
無
料
（
一
般
聴
講
歓
迎
）

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
新
年
短
歌
大
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
平
成
　
年
度
支
部
講
演
会
』

２０
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【
問
合
せ
先
　
一
宮
写
真
協
会
　日
本
報

道
写
真
連
盟
】
　
　
（
６
１
）０
８
１
４

日
時
▼
３
月
　
日

～
　
日


１８

２３

　
　
　
午
前
　
時
～

１０

会
場
▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
る
ぼ

内
容
▼
写
真
の
展
覧
会

入
場
料
▼
無
料

　
９
月
　
日

～
　
月
５
日

、
愛
知

３０

１０

県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
、
愛
知
県

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
文
化
協

会
相
互
の
連
携
の
も
と
、
愛
知
県
の
美

術
文
化
の
普
及
・
振
興
と
次
代
を
担
う

有
為
な
新
人
の
発
掘
を
目
的
に
第
　
回
３３

愛
知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
よ
り
、
一
人
２
点
ま
で
出

品
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
県
下
よ
り
多
数
の
作
品
が
応
募

さ
れ
ま
し
た
。
本
協
会
か
ら
も
（
日
本

画
の
部
）
今
枝
　
昭
さ
ん
、
尾
池
純
子

さ
ん
、
（
洋
画
の
部
）
小
倉
照
江
さ
ん
、

米
津
美
代
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
力
作
を

出
品
さ
れ
、
み
ご
と
に
入
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
月
　
日

、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
春

１０

２６

日
井
、
落
合
公
園
お
い
て
、
県
民
茶
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
知
県
文
化
協
会

連
合
会
、
春
日
井
市
文
化
協
会
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
当
協
会
の
一
宮
市
茶
道
連

盟
を
含
め
、
８
つ
の
団
体
が
参
加
し
、

約
５
、１
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
を

お
も
て
な
し
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
一
宮

市
茶
道
連
盟
の
皆
様
は
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
春
日
井
第
２
ホ
ー
ル
（
鶴
の
間
）
で

設
席
を
し
、
ご
来
場
の
皆
様
を
爽
や
か

な
笑
顔
で
お
迎
え
し
、
和
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
月
７
日

、
美
和
町
文
化
会
館
大

１２

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
西
尾
張
地
区
　
市
１３

町
村
の
文
化
協
会
の
代
表
が
一
堂
に
会

し
て
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
地
域
全
体
の
芸
能
活
動
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
つ
つ
、
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
な
が
ら
、
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の

も
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
順
調
に
進
み
ま
し

た
。
当
協
会
か
ら
も
代
表
と
し
て
、
清

の
琴
・
ロ
マ
ン
ス
ハ
ー
プ
の
皆
さ
ん
が

出
演
し
、
大
正
琴
の
演
奏
を
披
露
い
た

し
ま
し
た
。
大
正
琴
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
音
色
に
会
場
は
包
ま
れ
、
演
奏
後

観
客
の
皆
様
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
な
ど
（
報
告
）

【
愛
知
県
文
連
美
術
展
】

【
愛
知
県
民
茶
会（
尾
張
部
）
】

【
愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
】

『
創
立
　
周
年
記
念
日
本
報
道
写

１４

真
連
盟
　
第
　
回
真
清
支
部
展
』

１４

　
　
月
　
日

、
東
京
都
千
代
田

１１

２８

区
の
如
水
会
館
に
お
い
て
、
平
成

　
年
度
地
域
文
化
功
労
者
の
表
彰

２０式
が
行
わ
れ
、
当
協
会
顧
問
岩
田

哲
夫
氏
が
地
域
の
芸
術
文
化
の
発

展
に
永
年
に
わ
た
り
貢
献
し
た
功

績
を
讃
え
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
文
化
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰
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月
　
日

午
後
１
時
か
ら
、
一

１０

１８

宮
市
尾
西
市
民
会
館
に
て
、
文
化
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
等
で
ご
活
躍
中
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ

日
本
語
学
校
理
事
長
　
金
　
美
齢
さ

ん
を
お
招
き
し
、
「
　
世
紀
を
迎
え

２１

て－

次
代
に
伝
え
た
い
美
し
い
日
本

の
心－

」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　
美
し
い
日
本
の
心
っ
て
い
う
の
は

何
か
っ
て
言
う
こ
と
。
美
し
い
日
本

の
心
っ
て
い
う
の
は
、
実
は
農
耕
民

族
で
あ
る
日
本
人
が
、
代
々
受
け
継

い
で
き
た
も
の
な
ん
で
す
。
田
畑
耕

し
て
作
物
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
き
て
き
た
人
達
。
み
ん
な

が
今
日
は
そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
だ
な
。

稲
刈
り
だ
な
。
隣
が
や
る
と
み
ん
な

で
出
か
け
て
い
っ
て
、
お
手
伝
い
を

す
る
。
次
は
私
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り

を
す
る
か
ら
、
ま
た
み
ん
な
で
手
伝

っ
て
く
れ
て
。
こ
う
い
う
和
の
精
神
、

和
を
尊
ぶ
精
神
で
み
ん
な
が
同
じ
よ

う
な
営
み
を
助
け
合
い
し
な
が
ら
、

や
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
農
耕
民
族
で

す
。
日
本
人
は
元
々
田
畑
を
耕
し
、

農
作
物
を
作
り
、
海
へ
出
か
け
て
い

っ
て
魚
を
獲
り
、
そ
れ
か
ら
色
ん
な

物
を
本
当
に
心
を
こ
め
て
作
り
上
げ

て
い
く
。
そ
う
い
う
様
な
事
を
生
活

の
営
み
の
中
で
学
ん
で
き
た
民
族
な

ん
で
す
。
こ
れ
が
日
本
人
で
あ
る
。

そ
の
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
の
は
、

い
か
に
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
大

切
に
物
を
作
る
。
い
か
に
手
を
抜
か

な
い
で
、
一
歩
ず
つ
一
歩
ず
つ
積
み

上
げ
て
い
く
か
と
い
う
、
こ
れ
が
代

々
伝
わ
っ
て
き
て
美
し
い
日
本
の
心
、

美
し
い
日
本
人
の
心
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
。
勿
論
世
の
中
ど
ん
ど
ん
便

利
に
な
っ
て
い
ま
す
。
便
利
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、
経
済
も
発
展
し
、
助

か
る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
楽
な
事
も
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
大

切
な
こ
と
な
ん
で
す
。
で
も
そ
う
い

う
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
時
に
は
ひ

と
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
大
切
さ

も
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
が
伝

え
ら
れ
る
の
は
ま
ず
は
家
庭
な
ん
で

す
。
家
庭
の
中
で
祖
父
母
が
両
親
が
、

子
ど
も
達
に
地
道
に
い
か
に
丁
寧
に

仕
事
を
す
る
か
を
教
え
て
い
く
、
こ

れ
が
ま
ず
基
本
な
ん
で
す
。

　
日
本
が
国
際
社
会
の
中
で
競
争
で

き
る
の
は
、
日
本
人
の
教
育
が
平
均

し
て
言
え
ば
、
世
界
の
中
で
も
高
か

っ
た
か
ら
、
勤
勉
だ
っ
た
か
ら
、
創

意
工
夫
を
や
っ
た
か
ら
、
向
上
心
が

あ
っ
た
か
ら
、
ル
ー
ル
を
守
る
か
ら
、

秩
序
を
守
る
か
ら
、
日
本
は
こ
こ
ま

で
栄
え
て
経
済
大
国
に
な
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
事
を
蔑
ろ
に
し
て
い

っ
た
ら
転
落
し
て
い
く
の
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
の
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
で
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
た

る
一
員
で
あ
る
べ
き
な
ん
で
す
。
こ

の
地
域
の
安
定
、
世
界
の
平
和
に
貢

献
す
る
た
め
に
は
、
日
本
人
が
ま
と

も
に
生
き
て
い
く
事
が
一
番
大
切
な

ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
。
日
本
は
素
晴

ら
し
い
国
で
す
。
美
し
い
国
で
す
。

そ
の
美
し
い
日
本
の
心
、
美
し
い
国

を
大
切
に
し
て
次
の
世
代
に
手
渡
し

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
『
い
ち
の
み
や
文
芸
２
０
０

８
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
随
想
・

随
筆
、
現
代
詩
、
漢
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
狂
俳
合
わ
せ
て
３

９
６
名
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
３
、

０
７
２
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１
冊
８
０
０
円
で
、
市
生
涯
学
習

課
（
木
曽
川
庁
舎
）
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
貴
方
も
是
非
一
度
お

読
み
く
だ
さ
い
。


